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学 位 論 文 題 名

閉経後中高年女性における集団ダンス・ムーブメント

セラピーのストレスケア効果に関する研究

―メンタルヘルスの改善とストレス関連ホルモンの変化―

学位論文内容の要旨

  閉経後中高年女性（閉経後女性）は、生殖機能の喪失と女性ホルモン（エストロゲン）分泌の停

止に、社会的役割の急激な変化などが重なって、不安や葛藤に陥り易くストレスによる打撃を受け

やすい。エストロゲン欠乏に伴い、心血管障害発生リスクが増え、骨粗鬆症が徐々に進行し、感情

障害の発症が増加する。そこで、過剰ストレスからのケアと予防をはかり、至適ストレス刺激を適宜

受 け る よ う に 日 常 生 活 を コ ン ト ロ ー ル す る ス ト レ ス ケ ア 法 が 重 要 で あ る 。

  集団ダンス・ムーブメントセラピー(DMT)は、リズミカルな有酸素的運動を含む心身リラックス法

であり、心理療法として発展してきた。それ故、メンタルヘルスの維持と体カの保持・増進が必要な

閉経後女性にふさわしいストレスケア法であると予測されるが、わが国では普及していない。

  集団DMTでは、人間の心と体は分かち難くっながって全体として機能しているという心身相関

の理念に基づき、感情と身体の動きを分かち難いものとして捉える。DMTセッションでは身体表出

にともなってネガティブな感情を充分に表出して浄化し、ポジティブな感情状態に変化する過程を

たどることが期待される。しかし、DMTの定量的介入研究は少ない。研究の蓄積を可能とするため

に、本研究 では心身 相関に基 づくシス テム論的 な研究枠 組みに則って研究を進めた。

  集団DMTで重視される感情は心理システムの一部であり、認知的側面や生理システムと相互

に複雑に連関していると考えられる。1回の集団DMTセッションは「不快から快への感情変化を基

軸として、ホメオスタシス機構が良循環する過程」（短期的影響）であり、また、この良循環の持続に

よって心身はより健康な状態に変化する（長期的影響）と考えられる。このため、本研究では閉経

後女性に対する集団DMTのストレスケア効果を短期的効果（研究1）と長期的効果（研究2）に分

け、それぞれを明らかにするために実験を行った。

  2つの研究では、できるだけ共通した測定指標（従属変数）を選択した。生理システムでは免疫

系・自律神経系に強く影響する内分泌系が重要であり、研究1では感情、認知（集団DMTや自覚

的心身状態の受け止め方に限定）、内分泌系指標（ストレス関連ホルモン）の短期的変化を、研究

2では集団DMTによる毎回の感情の変化、認知、メンタルヘルス、ストレス関連ホルモンの短期・

長期的変化を従属変数とした。更年期症状は両研究に共通の従属変数とした。メンタルヘルスを

本研究では精神的健康を示す用語とした。

  ストレスによって視床下部―脳下垂体ー副腎皮質系(hypothalamus-pituitary-adrenal axis、m｜A

系）と青斑核一交感神経―副腎髄質系(Noradrenaline system、NA系）の2つの内分泌系反応が
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進行するが、この反応に関連するホルモンとその代謝物、これらの分泌を中枢性に調整・調節する

ホルモンを含めて本研究ではストレス関連ホルモンとした。ストレス関連ホルモンとして研究1では、

HPA、NA系に関連し感情に関連の深い、べータ．エンドルフイン（ロ-Endorphin;ロ-E)とカテコー

ルアミン(Catecholamine; CA/具体的にはNA、Adrenaline;A、Dopamine; DA)の血漿濃度を

測定し、研究2では、HPA系ホルモンの尿中代謝産物で、感情との関連が報告されている夜間早

朝尿中の17-ケトステロイド硫酸抱合体（17-Ketosteroid-sulfates、17-KS-S)と17-ヒドロキシコルチコ

イド(17-Hylroxyconicosteroids、17‐OHCS）のクレアチニン補正値（mg/g）およぴその比を測定し、

若年健常者の基準値を100とした換算値で表示した。

  研究1では、閉経後女性7名（年齢57．4土1．7［SD］歳）に対して、夕刻50分間の集団DMTを1

回実施した。対照日は椅子坐位安静とし、両日の活動中は同じ音楽をBGMとして流し、従属変

数の変化を調べた。

その結果、DMTの運動強度は50分間全体の平均％HRRく心拍予備率）で27．4土16．7、展開部

30分間で37．0土7．7（n‾7）であり、RPE（自覚的運動強度）は最低値7（非常に楽である）ー最大値

13（ややきっい）で、低丶一丶中等度強度と考えられた。

  1回の集団DMTによる短期的ストレスケア効果は、ストレス関連ホルモン（特にDAとロ．Eの相

互作用）の動態と関連した感情の改善、および認知（自覚的心身状態：体調、自覚的睡眠感、翌

日の食欲）の改善に現れた。集団DMTは心地よさをもたらし、閉経後女性におきやすい諸症状

（肩こり、腰痛、睡眠障害、食欲不振など）を緩和するストレスケア法であることが示された。しかし、

更年期症状の強さはストレス高感受性に関連しており、更年期症状の強い者ほど集団DMTの短

期的ストレスケア効果（自覚的睡眠感の改善）は減弱していた。

研究2の被験者は閉経後女性28名（65．1土4．3歳）であった。対照は静的日常活動（Life）群と、

歩行バランス運動（Wl瓜）群とした。介入に先立ち、被験者を年齢・身長・体重・体脂肪率・クッパ

ーマン更年期指数の平均値に差がないようにランダムに3群に割り付けた。被験者には午後90分

問（休憩15分間を含む）の集団DMT（Wa恥．Life）に13週間（週1～2回）、計16回参加させ、

従属 変 数 の変 化 を調 べ た 。同 一 回の セ ッ ショ ン で 使用 す る音 楽 は 各群 共 通と し た。

その結果、％mはによるDMTの平均運動強度は、セッション後半で平均20％程度（最高運動

強度平均50％以下）であった（Wh愀群も同様）。両群ともRPE最大値はほば13（ややきつい）以下

で 、 低 強 度 の 運 動 に 短 時 間 の 中 等 度 強 度 の 運 動 が 混 入 し て い た と 考 え ら れ た 。

集団DMTのストレスケア効果では、短期的なメンタルヘルス改善が、毎回の感情や身体的・心

理的ストレスの改善に現れ、毎回の感情の改善程度は他群よりも大きかった。また、長期的なメン

タルヘルス改善が、感情の改善傾向およぴ社会的ストレス（対人緊張）の改善、活動や体調、被験

者相互のタッチングに対する肯定的認知（の高まり）として現れた。更年期障害の改善（維持）もll

名中7名に認められた。これらに並行して尿中17‐KS‐S換算値は13週間で増加して生体修復方

向 の 変 化 を 示 し た 。 17‐ KS． Sは 体 内 ・ 脳 内 で は デ ヒ ド ロ エ ピ ア ン ド ロ ス テ ロ ン

（Dehydroepi孤drosterone、DHEA）またはその硫酸抱合体である。DHEA‐（S）は、アンドロゲン・エ

ストロゲンの前駆ステロイドであり、閉経後女性では卵巣からの分泌が停止するエストロゲンの主要

な資源となる。血中DHEA‐（S）濃度と、抗不安作用や記銘カの改善などの精神機能との関連、長；

寿者での高値も報告されている。

  集団DMT群ではパランス能の向上も認められた。Wa瓜群はバランス能の向上は生じたものの

17・KS．Sに明確な増加を示さず、メンタルヘルスに増悪傾向を認めた。Life群ではメンタルヘルス

は改善したがバランス能や17・KS・Sの変化はなかった。
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  以上の結果から、他の活動に比して集団DMTは閉経後女性の心身の健康をバランス良く改善

するストレスケア法だということが明らかになった。
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学位論文審査の要旨

学 位 論 文 題 名

閉経後中高年女性における集団ダンス・ムーブメント

セラピーのストレスケア効果に関する研究

―メンタルヘルスの改善とストレス関連ホルモンの変化―

  閉経後中高年女性（閉経後女性）は、卵巣からの女性亦ル’モン分泌の停止による生理作用の低減に

加えて、社会的役割の急激を変化等が重なって、不安や葛藤に陥り易くストレスによる打撃を受けやす

い。このような閉経後女性に対し、過剰ストレスからのケアと予防をはかり、至適ストレス刺激を受けるよう

に日常生活を調整するストレスケア法が重要である。本研究は、ストレスケア法としての集団ダンス・ムー

ブメン卜ヒラピー(DMT)の効果：を短期と長期紺鰐繝院うゝら検討L’、DMTのメンタル＾ヘルcスとストレス関連

ホルモンに対する効果を認めると同時に、ストレス関連ホルモンによるメンタルールス向上の機序を考察

したものである。

  本研究の評価すべき第一の点は、DMTに関する先行研究を精査し、DMTの´II` 身に及ぼす効果を定

量齣に介入研究したものが少なく、中でもストレスケア法を必要としている閉経後女性を対象にした研究

が皆無に近い現状を明らかにし、健常な閉経後女性に対して定量的介入研究を行いその効果を認めた

点である。DMTでは身体表出に伴って、禾决・緊張等のネガテイブ感情から快適・安´い等のポジテイブ

感情に変化すると考え、´ふ身相関の概念に基づき、DMTの動きに伴うストレス関連ホル＾モンの合成・分泌

の変化と感情・認知を中心としたメンタルーヘルースの改善を、短期と長期の2つの研究で検討した。長期継

続実施ぼはDMTの短期効果が繰り返されることでより強い効果になると考え、両研究で共通した´己哩・生

理指標を用いた。´い哩指標として感情、認知等を選び、生理システムでは免疫系・自律神経系に強く影

響ナる内分泌系を重要と考え、ストレス関連ホルモンを指標として選んでいる。その結果、閉経後女性を

対象にした集団DMTの1回実施、長期紺続実施は、感情、言欧ロの改善也関連したストレス関連ホル＾モン分
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誑釦 量 を 変 化 させ た 。 さ ら に、 更 年 期 症 状 を両 研 究に共 通の測 定指標 とし 、DMTによる 更年期 症状の 改善

とDMTの効果を低減させる更年期症状の特陸を定量化しプ己

  評 価 す べ き第 二 の 点 は 、閉 經 駿 女 性 に対 す る 1回 50分 問 の 集 団DMTを 夕刻 に そ 乳 、 、 DMT直 巒功ゝ ら夜

間 睡 眠 ・ 翌 日 の 自 覚 的 感覚 ま で の 短 期的 ス ト レ ス ケ ア効 果 を 、 同 一環 墳 焚 椅 子 坐位 安 静 に 過 ごす 硼 を

対照 と し て 検 討し 、 そ の 改善 効果を 明らか にした 点であ る。 ´己拍 予備率 と自覚 的運 動強度 から評 価した

DMの運動 強度は 低丶 一丶中 等度強 度であ った が、ス トレス 関連ホ ルモン （特 に血中 ドーベミンとロ―エンド

ル フ イ ン 濃 度 の 相 互 作 用） の 動 態 と 関連 し た 感 情 の 改善 （ 快 感 情 得点 の 増 加 、 状態 不 安 レ ベ ルの 低 下

等） 、 詔 知 の 改善 （ 自 覚 的´ b身状 態： 体調、 自覚的 睡~痢ヒ昇 等）を i君 めた。 集団DMTは ´い地 よさ感 を

もたらし、閉経後女性で生じやす Vヽ 諸症釜失（肩こり、k191R孝害竃めを緩称1するストレスクア法であることを見

いだ し た 。 － づす 、 更 年 期 症渺 ミ の 強 kヽ 者 'tま ど集団 IDMTのス トレス ケア効 果が小 さい ことを 認めた 。

  評 価 す べ き 第 三 の 点 は 、 閉 経 後 女 性 を 対 象 と L t90分 間 （ 休 憩 15分 間 を 含 む） の 集 団 DMTの 13週間

計16回 に わ たる 長 期 継 続 実施の 効果を 、歩行 ′ヾ ランス 運動群 と静的 日常活 動群 を対照 として 検討し 、集

団DMT長 期紺 鯱 実 施 の 効 果を 明 ら か に した 点 で あ る 。集 団 DMTの逓 ヨ 助 強度は 、´ふ 拍予 備率と 自覚的 運

動強 度 か ら み て低 強 度 運 動 を主 と し 中 等 度 強度 運 動 が 時 々含 ま れ る も ので あ っ た 。 集団 DMTのスト レス

ケア効果として、短期的な・．メンタル人ルス改善が、毎回の感情や身体的．´ふ理的ストレスの改善に現れ、

各回 の 感 情 の 改善 程 度 は 2つの 対 l照 群 より も 大 きい ことを 認めた 。長 期的な 集団DMI` 実 施によ るメ ンタ

′レヘ ノレス の改善 が、 社会的 ストレ ス(対I人緊張 ）得点 の改善 、活動 や体 調等に 対する肯定的認知に現れ

た。こ れらの 変化に 並行 して、 尿中171ケト ステロ イド 硫酸抱 合体(17-IくS一S）換 算値は13週間で増加し、

生体 修 復 方 向 の変 化 を 認 めた 。17-Iくs一Sは体 内・脳 内では デヒ ドロエ ピアン ドロス テロ ン(DHEA)や その

硫酸 抱合 体であ る。 DHEA－．(S)は 、エス トロゲ ンの前 駆ステ ロイ ドであ り、閉 経後女 性に おいて 卵巣で の

合成・ 分泌め ミ停止 すIるエス トロ ゲンの 主要な供紿源となる物質である。血中DHEA‾（S）濃度は、抗不安作

用や記銘力改善などの精神機能と正の相関が報告されている。

  以 上 の 研 究を 通 じ て 、 閉経 後 女 性 の 感情 と 認 知 を 中心 と し た メ ン タル ヘ ル ス に 対す る 集 団 DMTの スト

レス ケア 法とし ての 有用性 を、1回実 缶と13週 継続 実施の 短期・ 長期研 究で明 らか にした 。同時 に、メ ンタ

ル ヘ ル ス に 及 ば す 眺 們 効果 の 発 現 機 序を 、 両 研 究 で 測定 し た ス ト レス 関 連 ホ ル モン の 分 泌 動 態か ら 考

察し た 。 集 団 DMTの ス ト レス ケ ア 効 果 を、 健 常 閉 経 後女 性 を 対 象 にし た 実 証 研 究 で検 討 し 、 効果発 現機

序の一端を明らかにした本研究の意義は大きい。

  よ っ て 筆 者 は 、 m鋪 ま 道 大 学 1専 士 （ 教 育 セ 学 ） の 学 位 を 授 与 さ れ る 資 格 が あ る も の と 認 め る 。
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